
 

みなさん、こんにちは。 

１１月７日、立冬の日。前夜からの大風が寒さを運んで、この秋一番の冷え込みとなりました。 

 

１．“トライやる”で中学生活動中 
１１月７日（火）から神戸市立歌敷山中学校の中学２年生４名が博物館で“トライやる”の活動を

しています。初日は小さな展覧会「全国の民具をたずねて 淡彩スケッチ展」の展示パネル作成と

展示にトライ。展示会場では、作者の中井禎一さんから全国各地の民具について説明もしていただ

きました。 

２日目はマンション建設に伴う発掘調査中の現場（人丸町）で発掘体験にトライしました。この場

所は博物館から天文科学館に続く“時の道”に面した場所で、江戸時代の足軽屋敷跡から瓦や陶磁

器などの生活用具が出土しています。午前中はこれまでに出土した遺物を丁寧に洗い、午後からは

“テガリ”という道具を使って土を削って発掘を体験しました。 

   
▲ 出土遺物の水洗い          ▲ 土を削っていきます         ▲ 三つ巴紋の軒丸瓦を発掘 

  

「今までやったことがなくて、何が出てくるのか楽しみです」「昔の人が使っていたものが出てくる

ので、何だか不思議な感じ」とワクワクドキドキしながら土に向かっていました。 

 

２．アイリッシュハープとコンサーティナの響き 
１１月５日(日)「須田剋太展」の最終日にロビーコンサートを開催しました。午前・午後の２回公

演でしたが、２回とも１００名を超える方がアイリッシュハープやコンサーティナという珍しい楽

器が奏でる音を楽しみました。アイルランドのダンス曲のほか、映画音楽、赤とんぼやふるさとと

いった日本の曲など全１１曲が演奏され、足でリズムをとりながら目を閉じて音を感じたり、演奏

の指使いをじっとみつめたりと、ロビー全体がゆったりと流れる音に包まれていました。 

   

▲ ＮＯＩのみなさん          ▲ 屋台の数  々              ▲ コンサート後には楽器の体験も 

 

「珍しい楽器を見ることができてよかった。アイリッシュハープは土の匂いのするような楽器だと

思います」「コンサーティナという楽器を初めて見ましたが、素朴な音がとってもいいですね」とい

ろいろな感想が寄せられました。 

 

３．「関西文化の日」１１月１８日(土)、１９日(日)は入館無料 
１１月１８日(土)、１９日(日)は「関西文化の日」で入館無料です。１８日(土)は14:00 

から稲垣 稔さんと佐久間絵理さんによるギターとマンドリンのコンサートもあります。 
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